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【
連
合
通
信
社
】
地
球
温
暖

化
の
影
響
を
受
け
て
日
本
の
年

平
均
気
温
は
こ
の
１
０
０
年
間

で
１
・
24
度
上
昇
し
た
と
い
わ

れ
ま
す
。

同
じ
時
期
に
０
・
74
度
上
昇

し
た
世
界
の
平
均
を
上
回
る
数

値
で
す
。

今
後
の
気
温
に
つ
い
て
気
象

庁
は
、
今
世
紀
末
ま
で
に
日
本

の
年
平
均
気
温
は
全
国
平
均
で

４
・
５
度
上
昇
す
る
と
予
測
し

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
平
均
気
温
15
・
４

度
の
東
京
の
場
合
は
４
・
３
度

上
昇
し
、
現
在
の
鹿
児
島
県
の

種
子
島
（
19
・
４
度
）
と
同
程

度
に
な
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

35
度
以
上
の
猛
暑
日
は
年
間

30
日
程
度
、
30
度
以
上
の
真
夏

日
は
60
日
程
度
増
え
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

気
温
の
上
昇
に
伴
っ
て
心
配

さ
れ
る
の
が
熱
中
症
。
国
内
で

は
毎
年
、
５
万
人
以
上
が
熱
中

症
の
た
め
に
救
急
搬
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

全
国
で
最
高
気
温
の
更
新
が

相
次
い
だ
２
０
１
８
年
に
は
、

約
９
万
５
０
０
０
人
が
搬
送
さ

れ
ま
し
た
。

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手

に
使
う
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補

給
す
る
、
無
理
を
し
な
い
で
適

度
に
休
憩
を
と
る
、
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
と
体
力
づ
く
り
に

努
め
る
―
―
な
ど
、
「
災
害
級

の
暑
さ
」
か
ら
身
を
守
る
行
動

が
ま
す
ま
す
大
切
で
す
。

【
町
屋
南
＝
薄
井
章
記
者
】

７
月
８
日
、
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
大
会
議
室
で
コ
ロ
ナ
対
策

緊
急
署
名
の
最
終
国
会
提
出
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
は
全
体
で
61
人
、
４
土

建
（
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神

奈
川
）
の
署
名
６
万
４
０
１
０

筆
を
提
出
し
ま
し
た
。
開
会
挨

拶
は
埼
玉
土
建
委
員
長
の
斎
藤

顕
氏
が
行
い
、
参
加
し
た
議
員

は
以
下
の
通
り
で
す
（
共
産
党

か
ら
塩
川
鉄
也
（
衆
）
、
伊
藤

岳
（
参
）
、
山
添
拓
（
参
）
、

宮
本
徹
（
衆
）
、
畑
野
君
枝

（
衆
）
、
社
民
党
か
ら
福
島
瑞

穂
（
参
）
）
。

伊
藤
岳
衆
議
院
議
員
は
「
経

営
に
困
難
な
中
小
企
業
の
た

め
、
皆
さ
ん
の
声
を
政
治
に
反

映
で
き
る
よ
う
今
後
も
頑
張
っ

て
行
き
ま
す
」
、
山
添
拓
議
員

は
「
多
く
の
現
場
で
３
密
の
状

態
で
休
憩
し
て
い
る
現
状
を
国

土
交
通
省
に
働
き
か
け
て
、
３

密
を
改
善
し
更
な
る
事
業
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
と

も
に
声
を
あ
げ
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
各
組
合

が
現
状
報
告
を
行
な
い
ま
し

た
。
最
後
に
東
京
土
建
の
中
村

隆
幸
委
員
長
が
閉
会
の
挨
拶
を

行
な
い
「
消
費
税
を
５
％
に
戻

し
国
税
の
免
除
・
支
払
い
の
猶

予
、
支
援
策
の
拡
充
、
建
設
需

要
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
支
援

策
を
講
じ
さ
せ
る
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

各組合の代表から議員に渡される様子

四
土
建
コ
ロ
ナ
対
策

緊
急
要
請
署
名

国
会
提
出
行
動

核兵器のない平和で希望ある世界を
町屋駅頭でスタンディング開催

国
民
平
和
大
行
進

【
書
記
局
＝
船

橋
賢
一
】
荒
川
原

水

協

は

７

月

27

日
、
町
屋
駅
頭
で

核
兵
器
廃
絶
と
９

条
改
憲
反
対
の
宣

伝
・
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
取
り
組
み

ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会

が
ウ
ェ
ブ
会
議
と

な
り
、
大
会
に
向

け
て
行
わ
れ
る

「
国
民
平
和
大
行

進
」
も
駅
頭
で
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

東
京
土
建
荒
川
支
部
、
新
婦

人
荒
川
支
部
、
年
金
者
組
合
荒

川
支
部
な
ど
か
ら
11
人
が
参

加
。
土
建
の
参
加
は
３
人
で
し

た
。新

婦
人
と
土
建
の
代
表
が
マ

イ
ク
を
握
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の

今
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界
各
国
は

連
帯
し
て
平
和
の
道
を
追
求

し
、
特
に
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

る
日
本
は
、
感
染
拡
大
の
防

止
、
検
査
の
拡
充
や
医
療
体
制

の
確
立
に
予
算
を
使
う
べ
き
だ

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
「
核

兵
器
廃
絶
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
へ
の
協
力
も
訴
え
ま
し

た
。
８
月
１
日
か
ら
３
日
に
開

催
さ
れ
る
「
原
爆
と
人
間
展
」

の
宣
伝
も
あ
わ
せ
て
呼
び
か
け

ま
し
た
。

【
町
屋
南
＝
薄
井
章
記
者
】

足
立
区
は
、
公
共
の
場
所
で
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が

ら
歩
い
た
り
、
自
転
車
に
乗
っ

た
り
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
「
な

が
ら
ス
マ
ホ
」
を
禁
止
す
る
条

例
を
今
月
の
13
日
よ
り
施
行
し

ま
し
た
。

な
が
ら
ス
マ
ホ
の
危
険
性
を

区
民
に
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
条
例
で
は
通
話
に

限
ら
ず
、
地
図
ア
プ
リ
を
見
な

が
ら
歩
く
こ
と
も
違
反
と
し
て

い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
声
で
は
「
厳

し
す
ぎ
る
」
「
本
当
に
区
民
の

声
に
よ
る
も
の
な
の
か
」
と
い

っ
た
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
案
は
自
民
会
派
の

区
議
が
提
出
し
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
こ
の

条
例
に
よ
る
罰
則
規
定
は
設
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

条
例
の
条
文
に
は
、
「
何
人

も
、
公
共
の
場
所
に
お
い
て
、

な
が
ら
ス
マ
ホ
を
行
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
画
面
を
見
た
り
、
操
作

し
た
り
し
な
く
て
も
で
き
る
通

話
も
、
歩
き
な
が
ら
で
あ
れ
ば

条
例
違
反
と
い
う
こ
と
で
す
。

他
に
も
、
公
園
で
移
動
し
な
が

ら
撮
影
す
る
こ
と
に
つ
い
て

も
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
に
当
た
る

そ
う
で
す
。

担
当
す
る
区
交
通
対
策
課
は

「
今
は
区
民
に
条
例
を
周
知
し

て
も
ら
い
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
の

危
険
性
を
知
っ
て
も
ら
う
段

階
。
将
来
的
に
は
、
区
民
に
注

意
や
指
導
を
行
う
た
め
に
は
、

更
な
る
施
行
細
則
が
必
要
に
な

る
だ
ろ
う
」
と
報
告
し
ま
し

た
。
足
立
区
に
お
住
い
の
組
合

員
さ
ん
も
沢
山
い
る
の
で
、
知

ら
な
い
方
に
周
知
し
て
あ
げ
て

下
さ
い
。

荒
川
支
部
に
手
続
き
で
来
所

し
た
組
合
員
さ
ん
に
今
回
の
条

例
の
件
に
関
し
て
お
話
を
聞
い

て
み
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の

組
合
員
さ
ん
が
「
ま
っ
た
く
知

ら
な
か
っ
た
」
「
条
例
を
つ
く

っ
た
議
員
さ
ん
は
こ
れ
を
守
れ

る
ん
だ
ろ
う
か
」
「
あ
ぶ
な
い

か
ら
と
て
も
良
い
条
例
だ
と
思

う
」
「
携
帯
電
話
が
原
因
で
の

事
故
が
多
い
か
ら
、
こ
れ
で
事

故
件
数
が
減
る
の
で
あ
れ
ば
良

い
と
思
う
」
と
賛
否
両
論
で
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
組
合
員
さ

ん
が
認
知
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
条
例
の
第
２
条
の
「
こ

の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
」
の
中
に
「
ス
マ

ホ
等

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携

帯
電
話
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
又

は
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
を
い

う
」
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
携
帯
電
話
だ
け
が
対
象

で
は
な
い
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。

歩
き
ス
マ
ホ
禁
止

地
図
ア
プ
リ
を
見
な
が
ら
移
動
も
ダ
メ

住
民
へ
の
認
知
度
は

町屋駅頭で核兵器廃絶を訴える様子

手
続
き
に
来
所
し
た

組
合
員
さ
ん
の
声

熱
中
症

救
急
搬
送

年
５
万
人
超
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国
土
交
通
省
は
、
建
設
分
野

の
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
に
当

た
り
、
受
入
人
数
枠
の
設
定

や
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
へ
の
登
録
等
を
義
務
化

し
ま
し
た
。
令
和
２
年
１
月
よ

り
施
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
義
務
化
へ
の
背
景
と
し

て
は
外
国
人
技
能
実
習
生
の
う

ち
、
建
設
分
野
は
失
踪
者
数
が

分
野
別
で
最
多
で
あ
り
、
実
効

性
あ
る
対
策
が
急
務
で
あ
る
こ

と
。
失
踪
要
因
は
、
報
酬
の
変

動
や
、
就
労
場
所
が
変
わ
り
就

労
管
理
が
難
し
い
事
が
原
因
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

４
月
か
ら
、
改
正
入
管
法
に

よ
る
新
た
な
在
留
資
格
（
特
定

技
能
）
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
技
能
実
習
制
度

・
外
国
人
建
設
就
労
者
受
入
事

業
に
お
い
て
も
新
制
度
と
の
整

合
性
を
図
る
と
い
う
こ
と
で

す
。概

要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
表
枠
の
と
お
り
で
す
。

建
設
分
野
の
技
能
実
習
生
に
受
入
人
数
枠

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
登
録
も
義
務
化
へ

【
大
内
良
雄
＝
元
書
記
】

歳
を
取
る
の
は
早
い
も
の
で

も
う
70
歳
を
超
え
、
週
の
半

分
は
ア
ル
バ
イ
ト
も
な
い
の

で
、
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い

て
も
と
千
葉
県
船
橋
市
の
外

れ
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
の

近
く
に
１
０
０
坪
ほ
ど
の
畑

を
借
り
て
野
菜
づ
く
り
を
５

年
前
か
ら
始
め
ま
し
た
。

旬
の
野
菜
を
無
農
薬
で
作

り
形
は
悪
い
が
お
い
し
く
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
借
り
た

畑
に
は
地
主
で
は
な
い
主
が

い
て
、
毎
日
、
日
の
出
か
ら

畑
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
収

穫
す
る
も
の
が
な
い
と
き

は
、
あ
す
こ
に
何
々
が
収
穫

で
き
る
か
ら
獲
っ
て
い
き
な

と
も
ら
っ
て
き
ま
す
。

現
在
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ

ン
、
枝
豆
、
さ

つ
ま
い
も
、
千

葉
名
産
の
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
等
を
育

て
て
い
ま
す
。

こ

の

畑

に

は
、
同
じ
よ
う

に
借
り
て
い
る

人
が
６
組
ほ
ど

い
て
収
穫
物
を

分
け
合
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

土

い

じ

り

は
、
何
か
心
が

落
ち
つ
き
ゆ
っ

く
り
出
来
て
、

長
生
き
で
き
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
の
ん
び
り
野

菜
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
三
密
関
係
な
く

の
ん
び
り
野
菜
づ
く
り

カレッジ生は若手技能労働者を育てる第一歩

２０２１年度･第２６期入学生 『募集中』

東
京
土
建
が
つ
く
っ
た
学

校
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
の
第

26
期
生
（
２
０
２
１
年
４
月
入

学
生
）
の
募
集
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
「
建
築
の
世
界
で
専

門
技
術
・
技
能
者
と
し
て
働
き

た
い
」
、
「
人
と
自
然
に
や
さ

し
い
木
造
建
築
を
基
礎
か
ら
学

び
た
い
」
と
考
え
る
人
は
世
の

中
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ま
わ
り
に
入
学
対
象
者
は

い
ま
せ
ん
か
？

【
募
集
学
科
】

高
度
職
業
訓
練
専
門
課

程

居
住
シ
ス
テ
ム
系

建
築
科

【
定

員
】
20
人
（
受

け
入
れ
最
大
25
人
）

【
応
募
資
格
】

建
築
の
仕
事
に
携
わ

り
な
が
ら
建
築
技
術
者

・
技
能
者
を
志
す
意
欲
あ
る
方

で
、
下
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
（
実
務
経
験
の
有
無
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）
。

①

高
校
卒
業
以
上

②

18
歳
以
上
で
、
学
校
長
が

①
と
同
等
と
認
め
た
方
。

【
入
学
資
格
】

入
学
時
以
降
は
、
建
築
カ
レ

ッ
ジ
へ
の
通
学
を
保
障
す
る
建

築
関
係
の
事
業
所
に
入
職
し
て

い
る
こ
と
。

第24期生の飯能・
秩父宿泊研修の様子

（2019年5月）

【
町
屋
南
＝
薄
井
章
記
者
】

花
押
（
か
お
う
と
読
み
ま
す
）

は
文
章
の
最
後
に
自
分
の
名
前

を
一
文
字
で
表
す
字
、
署
名
の

よ
う
な
も
の
で
皆
さ
ん
も
見
た

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。戦

国
時
代
に
伝
令
書
の
最
後

に
例
え
ば
源
頼
朝
だ
と
分
か
る

よ
う
に
印
し
た
一
文
字
（
左
上

の
写
真
で
す
）
日
本
で
は
１
０

０
０
年
以
上
の
署
名
文
化
が
続

い
て
い
ま
す
。

花
押
は
、
空
海
や
源
頼
朝
、

織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川

家
康
な
ど
の
歴
史
上
の
人
物
た

ち
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
に

は
一
般
庶
民
も
花
押
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。

現
在
で
も
花
押
は
一
部
の
閣

僚
や
総
理
大
臣
な
ど
の
間
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
武
田
流
花
押
式
は
平

安
時
代
が
始
ま
り
現
在
も
国
政

の
歴
代
大
臣
も
使
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
書
き
方
を
指

導
す
る
人
が
居
な
い
と
書
け
ま

せ
ん
。
歴
代
天
皇
も
使
用
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
花
押
に
は
様
々

な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
将
来
の
繁
栄
・
人
格
や
性

格
が
わ
か
り
ま
す
。

興
味
を
持
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ

荒
川
図
書
館
で
調
べ
て
自
分
の

花
押
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

時
代
背
景
も
学
べ
て
と
て
も

面
白
い
で
す
。
組
合
員
の
皆
さ

ん
も
本
や
映
画
の
感
想
、
他
、

詩
・
俳
句
・
川
柳
を
教
宣
部
に

送
っ
て
下
さ
い
。

源頼朝が使用した花押

知っ得知識！
1000年以上続く

日本の署名文化

ジャガイモが沢山収穫できました

求
人
情
報

【
荒
川
支
部
】

・
募
集
職
種:

大
工

・
就
労
形
態:

短
期
雇
用

・
働
き
先:

町
場

・
条
件
等:

経
験
者
優
遇
・
普
免

・
人
員:

１
人
以
上

会
社:

（
株
）
形
山
工
務
店
（
町
屋
南
分
会
所
属
）
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